







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 一 七 日 マ
も、ここには「諸侠何れも大衆と競峡向も不少候」とあるごとく、やはりそのぼ 、桜田門外の変後の反幕勢力への対抗が主要課題であり、こ 案が幕府防衛の為 突であることを明らかにしてい る 。
（ 出
）従って








































































同 一 二 点
（日）勝海
舟













歴 川 九 （
下 ） 」（ 『 海
舟


















































































































一八 六 六 （ 慶 応
二 ）







































































一 ） 年 十 一


































































ぃ 記 事 』 第
二
、
一 一 一
O
二
l
一 一O
一 二
百 戸 、
（お）藤井英
一太郎「大政ボ
還
に関する考察」（文明協会
編『
明治
戊
長
』所収四八
一日 ）
（お）藤井甚太郎『明治制新山火講話
』
一八九区
（釘）服部之総『明治維新の話』七一
l
七二百
一 一 七
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